
開講科目 総時間 15

学科 (単位) (1単位)

【授業の学習内容】

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

使用教科書：アニマルヒストリー　　プロジェクター、ホワイトボードを使用。プリント配布あり。

授業計画・内容

第3章　ペットに関わる職業、動物に関わる観光について説明ができる。

第5章　作業犬、補助犬の種類や歴史、仕事について説明ができる。

第6章　畜産業や食糧問題、動物愛護について理解し説明ができる。

筆記テスト

テストの返却と解説

　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

評価方法

受講生への
メッセージ

将来、動物に関わる仕事に就くみなさんにとって、有意義なものとなるよう楽しんで学んでいきましょう。

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度（％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（30％）
３．レポート（0％）
４．課題成果（0％）
５．授業態度と参加度（20％） 以上の割合で前期評価とします。

第2章　人と動物の歴史、また現在の関わりについて説明ができる。

第4章　アニマルセラピーの種類、方法、効果について理解し説明ができる。

講師自己紹介。成績評価について説明。第1章　地球の誕生から生命の進化を理解し説明ができる。

準備学習
時間外学習

授業内容への理解を深める為、小テスト、レポートを数回実施します。

動物について正しい知識を得ることで、人との関わりや社会での動物の役割について理解する。

ペット、家畜の歴史、産業、愛護について学び、社会における動物の役割を知ることで、動物に対する理解を深める。
＊動物病院で動物看護士として勤務後、獣医師の免許を取得、動物病院で小動物臨床に携わる。

開講区分 前期

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 エコロジー概論
必修
選択

必修 年次 1 担当教員 岩瀬　美奈子

アニマルヒストリー 授業
形態

講義
エコ・コミュニケーション科



開講科目 総時間 30

学科 (単位) (2単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度(％)

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（0％）
２．小テスト（30％）
３．レポート（50％）
４．課題成果(0％)
５．授業態度と参加度(20％)   以上の割合で前期評価とします。

受講生への
メッセージ

この授業が皆さんにとって、自己理解や他者理解を深め、人と関わる力を育んでいくことを願っています。
また、自分の言動が未来の自分の人生を豊かにするはじめの一歩だと体感的に学べることを願っていま
す。　　※当授業は、状況によってカリキュラム内容が前後したり変更になる場合があります。

準備学習
時間外学習

【合宿】　アドベンチャープログラム　5　（チームの活動を通して聞く力を学ぶ）

【合宿】　アドベンチャープログラム　6　（チームの活動を通してセルフモチベーション力を学ぶ）

【合宿】　アドベンチャープログラム　7　（チームの活動をとしてリーダーシップ力を学ぶ）

【合宿】　アドベンチャープログラム　8　（チームの活動をとしてセルフマネジメント力を学ぶ）

【参加型授業】　授業のねらいの説明、プレゼンテーションの概念を理解する

【参加型授業】　自己理解・他者理解を深める

【参加型授業】　小講義「質問力・洞察力について」、質問（インタビュー）用紙の作成

【参加型授業】　質問力・洞察力実習（スペシャルゲストに対して実施）①

【参加型授業】　質問力・洞察力実習（スペシャルゲストに対して実施）②

【参加型授業】　質問力・洞察力実習（スペシャルゲストに対して実施）③

ふりかえり、レポート課題の説明

【合宿】　アドベンチャープログラム　4　（チームの活動を通して伝える力を学ぶ）

授業計画・内容

【合宿】　アドベンチャープログラム　1　（自己理解他者理解を深める）

【合宿】　アドベンチャープログラム　2　（コミュニケーション力を学ぶ）

【合宿】　アドベンチャープログラム　3　（チームで協力して課題解決力を学ぶ）

プレゼンテーションとは、売り込みたい企画やテーマを効果的に説明する技法です。今後、自分を売り込む（アピール
する）上で自己理解やコミュニケーション力（伝える力・聴く力・読み解く力・関わる力）などが必要になります。授業で
は、社会生活にコミットメントする上で必要な人間力（人間関係構築力）やコミュニケーション力など様々な力（スキル）
を体験を通して学んでいきます。また、スペシャルゲストを招き、ただ聴くのではなく質問力や洞察力を育む実践的ト
レーニングもしていきます。　（状況によって授業内容の変更があります。）
※実務経験：一部上場サービス業店舗運営3年（マネージャー：店長）、フリーカメラマン2年、国会議員秘書3年（公
設）、動物病院1年（経営企画室室長）、社福事務局3年（課長）、一部上場サービス業施設管理運営7年（責任者）、組
織開発コンサルタント5年、講師＆ファシリテーター10年。学位：教育ファシリテーション修士：研究分野：組織開発・市民
性教育・チームビルディング・リーダーシップ・キャリア・発達

①アドベンチャーメソッドとラボラトリーメソッドを用いながら、体験から学ぶエッセンスを考えていくとともに、自らの自分
の特性や人間関係について、体験的に自分自身に気づくことを目的とする。②「わかる」と「できる」の違いを体験から
学ぶことできる場を提供することを目的とする。　③質問力・洞察力のスキルアップトレーニングを目的とする。

プレゼンテーション 授業
形態

演習 開講区分 前期
エコ・コミュニケーション科

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 飼育飼養管理
必修
選択

必修 年次 1 担当教員 菱川 慎司



開講科目 総時間 15

学科 (単位) (1単位）

【授業の学習内容】 （※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 アニマルヘルスケア
必修
選択

必修 年次 1 担当教員 稲田　恵

①感覚器の解剖生理ならびに疾患の症状、予防法、動物の健康管理、飼い主指導を実践できる。

動物の体のしくみ 授業
形態

講義 開講区分 前期
エコ・コミュニケーション科

動物を飼育するための飼育管理方法や、病気やその予防法を学び、生物の理解、飼い主からの信頼に繋げることが
できる。

授業計画・内容

動物の骨格名称および骨疾患の発生要因を説明し、予防に取り組むことができる。

動物の解剖生理ならびに、さまざまな病気の原因と症状を学び、動物の異常に早期に気づくことができる。また、健康
管理や病気の予防法などを飼い主へ説明できる。
※愛知県内の動物病院で14年の実務経験あり。認定動物看護師として診療補助、手術助手、入院管理、飼い主指
導、受付といった病院業務全般に携わる。

②感覚器の解剖生理、罹患する疾病と病態、症状を説明し、予防を実践することができる。

③感覚器の解剖生理、罹患する疾病と病態、症状を説明し、予防を実践することができる。

④感覚器の解剖生理、罹患する疾病と病態、症状を説明し、予防を実践することができる。

⑥感覚器の解剖生理、罹患する疾病と病態、症状を説明し、予防を実践することができる。

期末試験を実施する。

試験返却、解説をする。

イラストで見る　動物の体のしくみ　滋慶教育科学研究所

受講生への
メッセージ

健康管理は日常の生活を注意深く観察することから始まるので、日頃の観察を怠らないようにして下さ
い。

準備学習
時間外学習

教本「イラストで見る　動物の体のしくみ」から、臓器の名称等、解剖生理に使用される単語に
目を通しておいて下さい。

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度（％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（30％）
３．レポート（0％）
４．課題成果（0％）
５．授業態度と参加度（20％）  　　受講態度なども考慮して評価する。



開講科目 総時間 15

学科 (単位) (1単位）

【授業の学習内容】 （※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

受講生への
メッセージ

疾病の成り立ちや、生命を維持させる体の機能携形態を関連付けながら学んで下さい。

イラストで見る　動物の体のしくみ　滋慶教育科学研究所

準備学習
時間外学習

教本「イラストで見る　動物の体のしくみ」に目を通し、臓器の名称等、解剖生理に使用される単語に
目を通しておいて下さい。

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度（％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（30％）
３．レポート（0％）
４．課題成果（0％）
５．授業態度と参加度（20％）  　　受講態度なども考慮して評価する。

泌尿器系の解剖生理を理解し、異常時の早期発見に繋げることができる。

生殖器系の解剖生理を理解し、異常時の早期発見に繋げることができる。

内分泌系の解剖生理を理解し、異常時の早期発見に繋げることができる。

期末試験を実施する。

試験返却、解説をする。

循呼吸系の解剖生理を理解し、異常時の早期発見に繋げることができる。

動物の健康管理 授業
形態

講義 開講区分 前期
エコ・コミュニケーション科

動物の解剖生理ならびに、罹患する可能性のある疾患の発症要因が理解でき、予防に努めることができる。また、ラ
イフステージに合わせた適切な生体管理ができる。
※愛知県内の動物病院で14年の実務経験あり。認定動物看護師として診療補助、手術助手、受付等病院業務全般
に携わる。

犬を中心とした基本的な動物の体の構造骨格や生理的な知識を学び、生体管理に繋げることができる。

授業計画・内容

体の器官、臓器を器官系に分類できる。

循環器系の解剖生理を理解し、異常時の早期発見に繋げることができる。

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 アニマルヘルスケア
必修
選択

必修 年次 1 担当教員 稲田　恵



開講科目 総時間 15

学科 (単位) (1単位)

【授業の学習内容】

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

使用教科書：基礎生物　　プロジェクター、ホワイトボードを使用。プリント配布あり。

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 基礎獣医学
必修
選択

必修 年次 1 担当教員 岩瀬　美奈子

公衆衛生や人獣共通感染症などを学び、動物と接する心構えを説明することができる。

アニマルベーシック 授業
形態

講義 開講区分 前期
エコ・コミュニケーション科

　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

動物の生理、生化学、公衆衛生や、生物の多様性、地球環境問題など生物の基礎知識を学ぶ。
＊動物病院で動物看護士として勤務後、獣医師の免許を取得、動物病院で小動物臨床に携わる。

生物学の基礎知識を学ぶことで、動物に対する理解をより深いものにする。

授業計画・内容

生物の進化や多様性、血液性状など生物の基礎知識を理解し説明ができる。

動物医療で用いる器具名称や基礎知識を理解し説明ができる。

動物の免疫や代謝など体内の恒常性について説明ができる。

動物を飼育する上で必要な栄養、繁殖について理解し説明ができる。

外来生物や絶滅危惧種、地球環境問題について説明ができる。

筆記テスト

テストの返却と解説

受講生への
メッセージ

準備学習
時間外学習

授業内容への理解を深める為、小テスト、レポートを数回実施します。

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度（％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（40％）
２．小テスト（10％）
３．レポート（10％）
４．課題成果（20％）
５．授業態度と参加度（20％） 以上の割合で前期評価とします。



開講科目 総時間 30

学科 (単位) (2単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

資料配布

トリミング教科書

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 基礎獣医学
必修
選択

必修 年次 1 担当教員 泉　典子

目的によって分類、改良されてきた犬種を認識し犬の性格、特徴を説明できる

コンパニオンドッグ 授業
形態

講義 開講区分 前期
エコ・コミュニケーション科

犬種の歴史・犬体・犬種の特徴などを把握して犬のグループ分けを学びます。各犬種の用途や性格を理解した飼育
管理ができるようになる。犬種の特性を学ぶことでトリミングを行なう注意点を知る。

授業計画・内容

犬の歴史から現代までの人との関わり合いを考えコンパニオンドッグ、の意味を説明をできる

トリマーとして必要な犬の歴史に基づく特徴・性格を学び飼育管理、実習等につなげることができる。
※日本福祉協会師範として活動。、インターナショナルライセンス。台湾でライセンス審査など幅広く活動。メディカル
トリマー・ペット防災指導員ペットセイバー資格、わんにゃん美容室いずみのオーナートリマー

筆記テスト

鳥獣犬・猟銃犬種の犬種改良されてきた歴史とスタンダードを改良の目的を説明できる

人の為に作成された犬種や大型犬の実習時の注意点を考えることができる

犬の骨格名称、耳、尾の形などの知識を身に付けスタンダードの大切さ、意味の説明ができる　　小テスト

スタンダードから犬の攻勢を自分で描けるようになる

中脚、長脚テリアを知る。テリア種のトリミングの実践に注意点を考えることができる

北方系の犬種を習得し、各犬種の実習時、季節に応じたアドバイスができる

テリア犬種の歴史、成り立ち短脚テリアのスタンダードを習い特性を説明できる

コンパニオンアニマル、仔犬、老犬などの扱い、簡単な病気を学び適した扱いができる　　　小テスト

DNAから犬の特徴を理解しトリミングに応用できる

ドッグショーのシステム、用語を理解すると共に犬種保存の重要性を考え自分の意見を言うことができる

血統書の見方を知り説明できる

受講生への
メッセージ

犬と人の長い歴史の不思議、面白さを知ってほしい。犬種の特性をトリミング実践に役立て事故なく実務
が進められるように会得してほしい

振り返り

準備学習
時間外学習

犬種名を事前学習してくる。学んだ犬種について特徴を把握し実習時につなげていけられるようにする。

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度（％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（５0％）
２．小テスト（３０％）
３．レポート（0％）
４．課題成果(0％)
５．授業態度と参加度(２0％)   以上の割合で前期評価とします。



開講科目 総時間 30

学科 (単位) (2)

【授業の学習内容】

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

Excel5　グラフの作成をすることができ、表とグラフを印刷することができる。

【使用教科書・教材・参考書】
○テキスト　Word2019、Excel2019（滋慶オリジナル）
○データ保存のための記録媒体　USBフラッシュメモリ

開講区分 前期

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 ＩＴ
必修
選択

必修 年次 1 担当教員 熊崎　悦子

コンピュータ演習 授業
形態

演習
エコ・コミュニケーション科

　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

評価方法

受講生への
メッセージ

前期は、Word、Excelの基本的な操作方法を中心に授業を進めます。「パソコンは嫌い」という人の大半
は過去の「できない」経験をそのまま引きずっていることが多いです。しかし、パソコンは便利な道具で
す。その便利さをこの授業を通して少しでも理解してもらいたいと思っています。既に基本操作は知って
いる人は復習すると考えてもらえればと思います。

１．定期試験（％）
２．レポート（％）
３．課題成果（％）
４．小テスト（％）
５．授業態度と参加度（％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．レポート（0％）
３．課題成果（0％）
４．小テスト(30％)
５．授業態度と参加度(20％)   以上の割合で前期評価とします。

Word1　基本的な操作を覚え、ビジネス文書を作成できる。

Word3　図形、画像などの挿入や操作方法を覚え、視覚的な書類を作成できる。

ITガイダンス　メールアドレスの設定が完了し、ITリテラシーのテストに合格できる

準備学習
時間外学習

○タイピング練習　タイピング練習は自主的に1日10分でいいので行ってください。
○Word　基本的な操作を習得するためには、講義の復習が必要です。
○Excel　基本的な操作を習得するためには、講義の復習が必要です。

Excelで表とグラフを作成することができる（期末試験）

Excelで習得した内容を作成することができる。

Wordの基本操作を覚え、ビジネス文書の作成ができる。また、Excelの基本操作を覚え、基本の関数を使った表の作
成やグラフの作成ができる。
※実務者経験：専門学校にてWord、Excel、PowerPoint、ホームページ制作などPCに関係する授業を約21年行う。

Excel4　グラフの作成をすることができる。

授業計画・内容

○Word：基本操作を覚えることで、簡単なビジネス文書作成ができる。
○Excel：基本操作や基本関数を覚えることで、計算式の入った表やグラフを作成できる。
○タイピング練習：タイピングのスコアが最初よりも＋１０以上上がり、タイピングスピードが速くなる。

小テスト２　これまで習得した範囲の練習問題を解くことができる。

Word2　基本的な操作を覚え、ビジネス文書を作成できる。

Word4　図形、画像などの挿入や操作方法を覚え、視覚的な書類を作成できる。

Word5　図形、画像などの挿入や操作方法を覚え、視覚的な書類を作成できる。

小テスト１　Wordで図形や画像の入った文書を作成することができる。

Excel1　基本的な表を作成することができる。（入力、罫線を引く、数式・関数、セルの書式設定）

Excel2　基本的な表を作成することができる。（入力、罫線を引く、数式・関数、セルの書式設定）

Excel3　基本的な表を作成することができる。（入力、罫線を引く、数式・関数、セルの書式設定）



開講科目 総時間 30

学科 (単位) (2単位)

【授業の学習内容】
担任とクラスメイトのコミュニケーションを図り、社会人となる心構えを学ぶことができる。

※実務経験：教育大学の大学院にてキャリア教育に関する研究を行う。修了後は主に高等学校でのキャリア教育の
　 　　　　　　　カリキュラム構想やその効果を分析する仕事に従事した後、現職に至る。修士号（教育学）所持
【到達目標】
・社会人としてのマナーやルールを身につける。お客様に喜びと感動を与える事ができるサービスマインドを持つ。
・校外実習や学校行事を通して、チームで取り組むことの意義を実感し、
　クラスメイトと協力し合いながら、主体的に取り組むことができる。

1回目

2回目

3回目 コミュニケーションスキルアップ2回目（コミュニケーション能力を高め、実践することが出来る）

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 ビジネスマナー
必修
選択

必修 年次 1 担当教員 西井　礼奈

ペット博に向けて企画立案・スケジュールを立てを実施することができる①

ペット博に向けて、協力して準備することができる②

進級制作に向けて、チーム分け・テーマ設定を行うことができる。

コミュニケーションスキルアップ検定の実施　（知識の習得状況と到達目標の確認をすることができる）

前期

自己紹介を行いクラスメイトを知り、交友関係を築くことができる。

エコ教養Ⅰ 授業
形態

講義
エコ・コミュニケーション科

授業計画・内容

校外実習に向けて目標設定ができる。

学園祭に向けて協力して準備することができる②

学園祭に向けて協力して準備することができる③

コミュニケーションスキルアップ3回目（コミュニケーション能力を高め、実践することが出来る）

スケジュール帳、メモ帳、筆記用具

開講区分

受講生への
メッセージ

自分の意見をしっかり持ち、相手の意見にも思いやりを持ってコミュニケーションを取ってみてください。
授業内で話し合い・グループワークを行う場面もありますが、小さな気づきでも構いませんので、
積極的に発言をするように意識してみてくださいね！

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．実地試験（％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（0％）
２．小テスト（0％）
３．レポート（0％）
４．課題成果(0％)
５．授業態度と参加度(100％)   以上の割合で前期評価とします。

進級制作に向けて、各チームで取り組むことができる。

前期の振り返り

準備学習
時間外学習

クラスメイト同士で話し合いやグループワークを行うこともありますが、事前に自分の意見をまとめてみて
ください。また、校外実習や学校行事に向けて、事前に自分なりの目標を設定して臨んでください。

評価方法

　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

進級制作に向けて、スケジュール立てを行うことができる。

年間予定・時間割の各科目の説明。２年間の流れをイメージし学校生活において目標設定ができる。

学園祭に向けて企画立案・スケジュールを立てを実施することができる①



開講科目 総時間 30

学科 (単位) (2単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 ビジネスマナー
必修
選択

必修 年次 1 担当教員 酒井　喜志子

犬のコントロール立姿訓練（大型犬～小型犬）を理解し負担のない犬の扱い方を実践できる

グルーミング理論Ⅰ 授業
形態

講義 開講区分 前期
エコ・コミュニケーション科

トリマーに必要な犬の行動・心理・生態・歴史・皮膚・被毛の科学、専門用語、道具の名称、使用方法を理解し説明が
できる。
※ワールドグルーマースクールで主任講師を35年務める。ジャパンケネルクラブ公認　トリマー教士・
単犬種審査資格・愛犬飼育飼養管理士取得。名古屋セントラルケネルクラブ代表

学習内容を習得してグルーミングの基本専門分野での知識、飼育管理を知り、犬の心理と行動学を知り論理的に深
めることでグルーミング演習につなげることが出来る。

授業計画・内容

グルーミング前の心得とプロトリマーへの目標をマインドマップで具体的なイメージを持ち目標設定ができる

筆記テスト

犬の心理を理解しイメージトレーニングの方法や犬の行動を学び説明することができる

犬の生態（耳の構造・爪の仕組み・歯列歯数）を理解し実習時に実践できる

犬の歴史と習性を学び性質の特徴を理解し正しい犬の取り扱いを説明できる。

美容器具・道具の使用・手入れ方法を学び説明ができる・美容専門用語の意味を知る。

天然記念物指定の日本犬の歴史と保存について知る。

犬の感情と感覚・用途と骨格・作業目的を習得し犬の気持ちを考えて実習が実践できる

犬の被毛と皮膚の構造を人と対象に比較したり専門的な名称を理解しで説明ができる

シャンプー剤成分・美粧品・消耗品について学び適材適所で取り扱いが出来、種類の説明できる

マイクロバブル・ハーブパック・アロマ・アユールベーダ・オゾン機材など美容メニューOPについて説明できる

ペット博にむけて受付マナーと保定・簡単リボンの作り方を実銭できる。ウィッグ取り扱いについて

美容カウンセリングシート・健康カルテ・飼育管理カルテの作成と応対聞き取りについて学び説明できる

受講生への
メッセージ

トリマーは、技術力も必要ですがお客様へ愛犬の健康状態や犬種別の性質などを知る事で的確にアドバ
イスができ接客業では物販の説明・使用方法なども必要です。理論で習得することは体験経験に重ねた
知識は必要で知恵にもつながります。しっかりとノートを取りわからないを無くしてください。課題学習へも
積極的に参加する。

JKCスタンダードブック・トリマーマニュアル・グルーミングテキスト、オスターDVD,ppt 資料,欧米ドックショーDVD、ユニ
バーサルマナーイマージマップステップ資料

犬種別にデッサン画を学びイメージしたトリミングデザインをロジカルとアート感覚で実践が行えるようにする

準備学習
時間外学習

演習で犬の扱い方コントロール、心理を知ることで犬に負担のないグルーミングにつなげる。理論で習得
した内容を接客・販売も役立てる。専門的な分野なのでプロとして必要な用語を復習して実際に犬の生
体・被毛に触り確認する。定期的にふりかえり学習で理解力を高める。スラウド内容を自宅学習で取りま
とめ復習する

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度（％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（20％）
３．レポート（0％）
４．課題成果(10％)
５．授業態度と参加度(20％)   以上の割合で前期評価とします。



開講科目 総時間 30

学科 (単位) (2単位）

【授業の学習内容】 （※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 トリミングⅠ
必修
選択

必修 年次 1 担当教員 久野　麻理恵

猫の日常の管理と適正飼養について説明できる。

コンパニオンキャット 授業
形態

講義 開講区分 前期
エコ・コミュニケーション科

猫の歴史・生態・習性・飼育管理について学び、キャットグルーミングや飼養管理に活かすことができる。

授業計画・内容

猫の習性や生態について説明できる。

コンパニオンアニマルにとっての望ましい飼養方法や飼養環境について説明できるようになる。さらに、猫の身体的特
徴や行動的特徴・心理的特徴を理解し、猫との円滑なコミュニケーションを図ることができるようになる。
*2008年4月から2011年3月まで動物看護師として動物病院に勤務。

期末試験を実施する。

猫のライフステージと行動の発達過程について説明できる。

猫のライフステージと行動の発達過程について説明できる。(小テスト　１～４週目までの復習）

猫の感染症と衛生管理について説明できる。

猫のボディーランゲージを習得し、上手にコミュニケーションをとる方法を習得する。

猫のハンドリング実習（おもちゃを使って反応をみる）

猫の毛色パターンと体型タイプについて説明できる。（小テスト　５～８週目までの復習）

猫の品種と特徴について説明できる。

猫のハンドリング実習（保定）

猫のハンドリング実習（保定）

猫のハンドリング実習（保定）

猫の問題行動と、その予防・対策について説明できる。（小テスト　９～１３週目までの復習）

猫の教科書（ペットライフ社）　　　猫を極める本（インターズー）　　犬と猫の問題行動の予防と対応（緑書房）
あなたのネコがわかる本（ダイヤモンド社）　　動物看護のための動物行動学（ファームプレス）
日本と世界の猫のカタログ（成美堂出版）　　日本と世界の犬のカタログ（成美堂出版）

受講生への
メッセージ

犬と比べると、猫はまだまだ解明されていない謎を多くもった動物です。苦手に感じる方は、現場にも多く
いらっしゃいます。私自身、猫を飼うまでは完全な犬派でした。まずは苦手意識を捨てて、猫の魅力に触
れてみましょう。職場でのエピソード、我が家の猫ちゃんとの生活も含めてお話します。

試験返却、解説をする。

準備学習
時間外学習

実際に学校で飼育している猫ちゃん達に協力してもらって実習に取り組みます。双方がケガをすることが
ないように、注意事項を守り、実習中の身だしなみには気を付けましょう。

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度（％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（30％）
３．レポート（0％）
４．課題成果（0％）
５．授業態度と参加度（20％）  　　受講態度なども考慮して評価する。



開講科目 総時間 60

学科 (単位) （4単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 動物看護Ⅰ
必修
選択

必修 年次 1 担当教員 村田　亜侑美

※福岡コミュニケーションアート専門学校卒業後、ペットショップにて勤務後、平成１９年より名古屋市内でペットサロン
「ストロベリーキャンディー」のオーナーとして活躍中。

美容の基礎べーシング力をしっかり身に着け反復練習で犬に慣れコントロール方法と負担のかからないグルーミング
技法を目指します。クリッパー・シザーは道具の正しい使い方を身に着ける。犬への観察力も習得する。

授業計画・内容

ペア―グルームで初歩のグルーミング全般・道具の扱い方・犬のコントロール法を実践出来る

グルーミング演習Ⅰ-A 授業
形態

演習 開講区分 前期
エコ・コミュニケーション科

クリッピングを効率よくおこなえるように復習して実践出来る

初歩のグルーミング技法の反復演習をおこない苦手な部分をなくすように実践出来る

ブラッシング・コーミングは犬種により道具の選択をしながら死毛を取り入浴前の準備を実践出来る

入浴での要点(お湯の入れ方・シャンプー剤などの分量・洗い方）を手早くきれいに行い方法を実践出来る

爪切り・耳掃除・デンタル・肛門腺・もつれ毛取りなど細部の作業を手早くできるように実践出来る

ペア―グルームでの犬が安心するように保定テクニックを実践する。犬種別のスタックを理解出来る

べーシングテクニック・ドライング・ブローまでのタイムワークを意識して実践出来る ＋ 実技小テストの実施

ポイントカットを犬種別に学びながら立毛犬種のコーミング技術を学ぶ、大型犬も実践出来る

受講生への
メッセージ

初歩のグルーミング技法は犬の美容の中で一番大切な技術で犬の慣れることも含めてコントロールによ
り作業ははかどります。カット犬種はグルーミングにより仕上がりも変わるのでしっかりと学んでください。
また教室内が常に清潔で快適であることも大切なことです。自分の道具をきれいにするように教室・借り
たものなども心得と姿勢に繋がります。

美容道具一式・美容機材・設備一式・ドックマネキン・筆記用具・

初歩のグルーミング技法・各犬種別のコントロール方法・毛質・毛量・年齢に応じた技法を学ぶ、
ウィッグドックで予習・復習もおこなう。

実技テスト

後期に向けてポイントカットを入れながら基礎を復習出来る

準備学習
時間外学習

ウィッグドックをブラッシングしてもつれ毛取を予習する。実践で扱った犬種の特徴や性格、苦手だった事
柄・時間など専門用語を取り入れながらメモに残し復習する。道具のお手入れもおこなう。鋏の使い方も
練習する

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度（％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（30％）
３．レポート（0％）
４．課題成果(0％)
５．授業態度と参加度(20％)   以上の割合で前期評価とします。

もつれ毛・毛玉が残さないようにしっかりブラシ・コームで確認しながらブローを実践出来る

夏に向けてクリッピング技法を実践する。ウィッグドックを使用しブラッシングの復習が出来る

犬種によりクリッピングの必要な個所、細部のクリッピングラインなどを実践出来る

ベイシング・ブラシ・コームでの毛の整え、ブロー、ポイントカット、フルコースで実践出来る＋ 実技小テストの実施



開講科目 総時間 60

学科 (単位) （4単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 動物看護Ⅰ
必修
選択

必修 年次 1 担当教員 大橋　真紀

※リバティートリミングスクールにて勤務。愛玩動物飼養管理士1級・ペット栄養管理士資格取得。名古屋市内のペット
ショップにて勤務中。

美容の基礎べーシング力をしっかり身に着け反復練習で犬に慣れコントロール方法と負担のかからないグルーミング
技法を目指します。クリッパー・シザーは道具の正しい使い方を身に着ける。犬への観察力も習得する。

授業計画・内容

ペア―グルームで初歩のグルーミング全般・道具の扱い方・犬のコントロール法を実践出来る

グルーミング演習Ⅰ-A 授業
形態

演習 開講区分 前期
エコ・コミュニケーション科

クリッピングを効率よくおこなえるように復習して実践出来る

初歩のグルーミング技法の反復演習をおこない苦手な部分をなくすように実践出来る

ブラッシング・コーミングは犬種により道具の選択をしながら死毛を取り入浴前の準備を実践出来る

入浴での要点(お湯の入れ方・シャンプー剤などの分量・洗い方）を手早くきれいに行い方法を実践出来る

爪切り・耳掃除・デンタル・肛門腺・もつれ毛取りなど細部の作業を手早くできるように実践出来る

ペア―グルームでの犬が安心するように保定テクニックを実践する。犬種別のスタックを理解出来る

べーシングテクニック・ドライング・ブローまでのタイムワークを意識して実践出来る ＋ 実技小テストの実施

ポイントカットを犬種別に学びながら立毛犬種のコーミング技術を学ぶ、大型犬も実践出来る

受講生への
メッセージ

初歩のグルーミング技法は犬の美容の中で一番大切な技術で犬の慣れることも含めてコントロールによ
り作業ははかどります。カット犬種はグルーミングにより仕上がりも変わるのでしっかりと学んでください。
また教室内が常に清潔で快適であることも大切なことです。自分の道具をきれいにするように教室・借り
たものなども心得と姿勢に繋がります。

美容道具一式・美容機材・設備一式・ドックマネキン・筆記用具・

初歩のグルーミング技法・各犬種別のコントロール方法・毛質・毛量・年齢に応じた技法を学ぶ、
ウィッグドックで予習・復習もおこなう。

実技テスト

後期に向けてポイントカットを入れながら基礎を復習出来る

準備学習
時間外学習

ウィッグドックをブラッシングしてもつれ毛取を予習する。実践で扱った犬種の特徴や性格、苦手だった事
柄・時間など専門用語を取り入れながらメモに残し復習する。道具のお手入れもおこなう。鋏の使い方も
練習する

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度（％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（30％）
３．レポート（0％）
４．課題成果(0％)
５．授業態度と参加度(20％)   以上の割合で前期評価とします。

もつれ毛・毛玉が残さないようにしっかりブラシ・コームで確認しながらブローを実践出来る

夏に向けてクリッピング技法を実践する。ウィッグドックを使用しブラッシングの復習が出来る

犬種によりクリッピングの必要な個所、細部のクリッピングラインなどを実践出来る

ベイシング・ブラシ・コームでの毛の整え、ブロー、ポイントカット、フルコースで実践出来る＋ 実技小テストの実施



開講科目 総時間 60

学科 (単位) （4単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

受講生への
メッセージ

初歩のグルーミング技法は犬の美容の中で一番大切な技術で犬の慣れることも含めてコントロールによ
り作業ははかどります。カット犬種はグルーミングにより仕上がりも変わるのでしっかりと学んでください。
また教室内が常に清潔で快適であることも大切なことです。自分の道具をきれいにするように教室・借り
たものなども心得と姿勢に繋がります。

美容道具一式・美容機材・設備一式・ドックマネキン・筆記用具・

初歩のグルーミング技法・各犬種別のコントロール方法・毛質・毛量・年齢に応じた技法を学ぶ、
ウィッグドックで予習・復習もおこなう。

実技テスト

後期に向けてポイントカットを入れながら基礎を復習出来る

準備学習
時間外学習

ウィッグドックをブラッシングしてもつれ毛取を予習する。実践で扱った犬種の特徴や性格、苦手だった事
柄・時間など専門用語を取り入れながらメモに残し復習する。道具のお手入れもおこなう。鋏の使い方も
練習する

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度（％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（30％）
３．レポート（0％）
４．課題成果(0％)
５．授業態度と参加度(20％)   以上の割合で前期評価とします。

もつれ毛・毛玉が残さないようにしっかりブラシ・コームで確認しながらブローを実践出来る

夏に向けてクリッピング技法を実践する。ウィッグドックを使用しブラッシングの復習が出来る

犬種によりクリッピングの必要な個所、細部のクリッピングラインなどを実践出来る

ベイシング・ブラシ・コームでの毛の整え、ブロー、ポイントカット、フルコースで実践出来る＋ 実技小テストの実施

クリッピングを効率よくおこなえるように復習して実践出来る

初歩のグルーミング技法の反復演習をおこない苦手な部分をなくすように実践出来る

ブラッシング・コーミングは犬種により道具の選択をしながら死毛を取り入浴前の準備を実践出来る

入浴での要点(お湯の入れ方・シャンプー剤などの分量・洗い方）を手早くきれいに行い方法を実践出来る

爪切り・耳掃除・デンタル・肛門腺・もつれ毛取りなど細部の作業を手早くできるように実践出来る

ペア―グルームでの犬が安心するように保定テクニックを実践する。犬種別のスタックを理解出来る

べーシングテクニック・ドライング・ブローまでのタイムワークを意識して実践出来る ＋ 実技小テストの実施

ポイントカットを犬種別に学びながら立毛犬種のコーミング技術を学ぶ、大型犬も実践出来る

※ワールドグルーマースクールで主任講師を35年を務める。ジャパンケネルクラブ公認　トリマー教士・
単犬種審査資格・愛犬飼育飼養管理士取得。名古屋セントラルケネルクラブ代表

美容の基礎べーシング力をしっかり身に着け反復練習で犬に慣れコントロール方法と負担のかからないグルーミング
技法を目指します。クリッパー・シザーは道具の正しい使い方を身に着ける。犬への観察力も習得する。

授業計画・内容

ペア―グルームで初歩のグルーミング全般・道具の扱い方・犬のコントロール法を実践出来る

グルーミング演習Ⅰ-C 授業
形態

演習 開講区分 前期
エコ・コミュニケーション科

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 動物看護Ⅰ
必修
選択

必修 年次 1 担当教員 酒井　喜志子



開講科目 総時間 60

学科 (単位) （4単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 動物看護Ⅰ
必修
選択

必修 年次 1 担当教員 藤長　由真

※名古屋コミュニケーションアート専門学校卒業後、ペットショップでトリマーとして勤務。

美容の基礎べーシング力をしっかり身に着け反復練習で犬に慣れコントロール方法と負担のかからないグルーミング
技法を目指します。クリッパー・シザーは道具の正しい使い方を身に着ける。犬への観察力も習得する。

授業計画・内容

ペア―グルームで初歩のグルーミング全般・道具の扱い方・犬のコントロール法を実践出来る

グルーミング演習Ⅰ-C 授業
形態

演習 開講区分 前期
エコ・コミュニケーション科

クリッピングを効率よくおこなえるように復習して実践出来る

初歩のグルーミング技法の反復演習をおこない苦手な部分をなくすように実践出来る

ブラッシング・コーミングは犬種により道具の選択をしながら死毛を取り入浴前の準備を実践出来る

入浴での要点(お湯の入れ方・シャンプー剤などの分量・洗い方）を手早くきれいに行い方法を実践出来る

爪切り・耳掃除・デンタル・肛門腺・もつれ毛取りなど細部の作業を手早くできるように実践出来る

ペア―グルームでの犬が安心するように保定テクニックを実践する。犬種別のスタックを理解出来る

べーシングテクニック・ドライング・ブローまでのタイムワークを意識して実践出来る ＋ 実技小テストの実施

ポイントカットを犬種別に学びながら立毛犬種のコーミング技術を学ぶ、大型犬も実践出来る

受講生への
メッセージ

初歩のグルーミング技法は犬の美容の中で一番大切な技術で犬の慣れることも含めてコントロールによ
り作業ははかどります。カット犬種はグルーミングにより仕上がりも変わるのでしっかりと学んでください。
また教室内が常に清潔で快適であることも大切なことです。自分の道具をきれいにするように教室・借り
たものなども心得と姿勢に繋がります。

美容道具一式・美容機材・設備一式・ドックマネキン・筆記用具・

初歩のグルーミング技法・各犬種別のコントロール方法・毛質・毛量・年齢に応じた技法を学ぶ、
ウィッグドックで予習・復習もおこなう。

実技テスト

後期に向けてポイントカットを入れながら基礎を復習出来る

準備学習
時間外学習

ウィッグドックをブラッシングしてもつれ毛取を予習する。実践で扱った犬種の特徴や性格、苦手だった事
柄・時間など専門用語を取り入れながらメモに残し復習する。道具のお手入れもおこなう。鋏の使い方も
練習する

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度（％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（30％）
３．レポート（0％）
４．課題成果(0％)
５．授業態度と参加度(20％)   以上の割合で前期評価とします。

もつれ毛・毛玉が残さないようにしっかりブラシ・コームで確認しながらブローを実践出来る

夏に向けてクリッピング技法を実践する。ウィッグドックを使用しブラッシングの復習が出来る

犬種によりクリッピングの必要な個所、細部のクリッピングラインなどを実践出来る

ベイシング・ブラシ・コームでの毛の整え、ブロー、ポイントカット、フルコースで実践出来る＋ 実技小テストの実施



開講科目 総時間 60

学科 (単位) （4単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 進級制作
必修
選択

必修 年次 1 担当教員 森嶋　直人

※日本動植物専門学校卒業後、ペットショップで勤務。平成６年愛知県にてペットショップ「ペットパートナー」のオー
ナーとなる。平成１９年より岐阜県に移転営業中。

美容の基礎べーシング力をしっかり身に着け反復練習で犬に慣れコントロール方法と負担のかからないグルーミング
技法を目指します。クリッパー・シザーは道具の正しい使い方を身に着ける。犬への観察力も習得する。

授業計画・内容

ペア―グルームで初歩のグルーミング全般・道具の扱い方・犬のコントロール法を実践出来る

グルーミング演習Ⅰ-B 授業
形態

演習 開講区分 前期
エコ・コミュニケーション科

クリッピングを効率よくおこなえるように復習して実践出来る

初歩のグルーミング技法の反復演習をおこない苦手な部分をなくすように実践出来る

ブラッシング・コーミングは犬種により道具の選択をしながら死毛を取り入浴前の準備を実践出来る

入浴での要点(お湯の入れ方・シャンプー剤などの分量・洗い方）を手早くきれいに行い方法を実践出来る

爪切り・耳掃除・デンタル・肛門腺・もつれ毛取りなど細部の作業を手早くできるように実践出来る

ペア―グルームでの犬が安心するように保定テクニックを実践する。犬種別のスタックを理解出来る

べーシングテクニック・ドライング・ブローまでのタイムワークを意識して実践出来る ＋ 実技小テストの実施

ポイントカットを犬種別に学びながら立毛犬種のコーミング技術を学ぶ、大型犬も実践出来る

受講生への
メッセージ

初歩のグルーミング技法は犬の美容の中で一番大切な技術で犬の慣れることも含めてコントロールによ
り作業ははかどります。カット犬種はグルーミングにより仕上がりも変わるのでしっかりと学んでください。
また教室内が常に清潔で快適であることも大切なことです。自分の道具をきれいにするように教室・借り
たものなども心得と姿勢に繋がります。

美容道具一式・美容機材・設備一式・ドックマネキン・筆記用具・

初歩のグルーミング技法・各犬種別のコントロール方法・毛質・毛量・年齢に応じた技法を学ぶ、
ウィッグドックで予習・復習もおこなう。

実技テスト

後期に向けてポイントカットを入れながら基礎を復習出来る

準備学習
時間外学習

ウィッグドックをブラッシングしてもつれ毛取を予習する。実践で扱った犬種の特徴や性格、苦手だった事
柄・時間など専門用語を取り入れながらメモに残し復習する。道具のお手入れもおこなう。鋏の使い方も
練習する

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度（％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（30％）
３．レポート（0％）
４．課題成果(0％)
５．授業態度と参加度(20％)   以上の割合で前期評価とします。

もつれ毛・毛玉が残さないようにしっかりブラシ・コームで確認しながらブローを実践出来る

夏に向けてクリッピング技法を実践する。ウィッグドックを使用しブラッシングの復習が出来る

犬種によりクリッピングの必要な個所、細部のクリッピングラインなどを実践出来る

ベイシング・ブラシ・コームでの毛の整え、ブロー、ポイントカット、フルコースで実践出来る＋ 実技小テストの実施



開講科目 総時間 60

学科 (単位) （4単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 進級制作
必修
選択

必修 年次 1 担当教員 菅田　一枝

※JKC　B級トリマーライセンスを取得、約３０年出張トリミングの傍から数々のペットサロンやペットショップで
　カット依頼を受け活躍中。

美容の基礎べーシング力をしっかり身に着け反復練習で犬に慣れコントロール方法と負担のかからないグルーミング
技法を目指します。クリッパー・シザーは道具の正しい使い方を身に着ける。犬への観察力も習得する。

授業計画・内容

ペア―グルームで初歩のグルーミング全般・道具の扱い方・犬のコントロール法を実践出来る

グルーミング演習Ⅰ-B 授業
形態

演習 開講区分 前期
エコ・コミュニケーション科

クリッピングを効率よくおこなえるように復習して実践出来る

初歩のグルーミング技法の反復演習をおこない苦手な部分をなくすように実践出来る

ブラッシング・コーミングは犬種により道具の選択をしながら死毛を取り入浴前の準備を実践出来る

入浴での要点(お湯の入れ方・シャンプー剤などの分量・洗い方）を手早くきれいに行い方法を実践出来る

爪切り・耳掃除・デンタル・肛門腺・もつれ毛取りなど細部の作業を手早くできるように実践出来る

ペア―グルームでの犬が安心するように保定テクニックを実践する。犬種別のスタックを理解出来る

べーシングテクニック・ドライング・ブローまでのタイムワークを意識して実践出来る ＋ 実技小テストの実施

ポイントカットを犬種別に学びながら立毛犬種のコーミング技術を学ぶ、大型犬も実践出来る

受講生への
メッセージ

初歩のグルーミング技法は犬の美容の中で一番大切な技術で犬の慣れることも含めてコントロールによ
り作業ははかどります。カット犬種はグルーミングにより仕上がりも変わるのでしっかりと学んでください。
また教室内が常に清潔で快適であることも大切なことです。自分の道具をきれいにするように教室・借り
たものなども心得と姿勢に繋がります。

美容道具一式・美容機材・設備一式・ドックマネキン・筆記用具・

初歩のグルーミング技法・各犬種別のコントロール方法・毛質・毛量・年齢に応じた技法を学ぶ、
ウィッグドックで予習・復習もおこなう。

実技テスト

後期に向けてポイントカットを入れながら基礎を復習出来る

準備学習
時間外学習

ウィッグドックをブラッシングしてもつれ毛取を予習する。実践で扱った犬種の特徴や性格、苦手だった事
柄・時間など専門用語を取り入れながらメモに残し復習する。道具のお手入れもおこなう。鋏の使い方も
練習する

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度（％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（30％）
３．レポート（0％）
４．課題成果(0％)
５．授業態度と参加度(20％)   以上の割合で前期評価とします。

もつれ毛・毛玉が残さないようにしっかりブラシ・コームで確認しながらブローを実践出来る

夏に向けてクリッピング技法を実践する。ウィッグドックを使用しブラッシングの復習が出来る

犬種によりクリッピングの必要な個所、細部のクリッピングラインなどを実践出来る

ベイシング・ブラシ・コームでの毛の整え、ブロー、ポイントカット、フルコースで実践出来る＋ 実技小テストの実施









開講科目 総時間 60

学科 (単位) （4単位）

【授業の学習内容】

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

受講生への
メッセージ

犬の状態・年齢・飼育環境を理解して時間・道具を選択して犬に負担のない技術力・観察力を身につけ
る。色々な犬種を体験して其々の特徴を生かすトリミングを実技演習で習得してください。教室内の清掃
も大切な作業です。道具や器具を大切に扱えるトリマーになりましょう

美容道具一式・犬専用カラーリング剤・マイクロバブル機材・泥パック・多様シャンプーなどの消耗品の比較・機材一
式

実技テスト(べーシング～クリッピング・保定・立姿・仕上がりまで実技

モデルドッグへ施すカットカルテを通じて実習内容についてお客様へ説明ができる

準備学習
時間外学習

担当犬の状態をしっかりをみてカウセリングカルテを理解しカットの方法を創造する。
時間内に犬をどう仕上げていくか美容道具をどう使い生かすかを予習して自宅学習で犬の絵を描きカット
のイメージラインを復習する。犬種別に特徴や気づきを記入してデータを作る。

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度（％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（30％）
３．レポート（0％）
４．課題成果(0％)
５．授業態度と参加度(20％)   以上の割合で前期評価とします。

チッピング強化のため、シザーを使い全体のカット実習を行う

シニアドッグの取り扱い方法と優しいグルーミング・介護用カットの実習を行う

ルーティンワークで技術力を高めながらタイムスケジュールを体感してスピードトリム実習を行う

快適に犬が過ごせるためのサマーカットを選択して実践できる（デザインカットも取り入れる）＋ 実技小テストの実施

クリッピングとシザーリングワークを取り入れた実習を行う 

時間を意識した実習を行う（決められた時間以内に作業を終えることが出来る）

ベージング力強化のためシャンプー剤の選択・ドライング・コームアップの工程を細部まで意識し実習を行う

苦手なパーツを復習・時間配分をイメージトレーニングをしながら実習を行う

クリッピング技術の強化と手早く丁寧に犬に負担がないように実習を行う

全身のクリッピング・四肢・顔の形作りをシザーを使い実習を行う

カラーリング・アレンジカット・パックなどエステ体験・犬体の状況をみて美容道具を選択して実践できる ＋ 実技小テストの実施

犬種別のトリミング技法を犬体の状況をみて実習を行う

　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

1年期で習得したグルーミングの基礎をベースに各犬種の特徴を生かす技術を習得し,トリミング技術のブラッシュアッ
プとタイムワークを意識した実習が実践することができる
※JKC　B級トリマーライセンスを取得、約３０年出張トリミングの傍から数々のペットサロンやペットショップで
　カット依頼を受け活躍中。

丁寧なブローアップ技術とスピード力を共に身につけ犬の静動作をしっかりイメージして工夫しながらトリミング技術を
高めてトリミングコンテストに向けて技術力見せる力を強化する。

授業計画・内容

基礎技法の振り返り、ベージング・ブラッシング・コーミング・ドライング・ブローアップの実習を行う

グルーミング演習Ⅱ-D 授業
形態

演習 開講区分 前期
エコ・コミュニケーション科

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 飼育飼養管理
必修
選択

選択 年次 2 担当教員 菅田　一枝



開講科目 総時間 30 開講区分

学科 (単位) (2単位) 曜日・時限

【授業の学習内容】
本授業では、飼育当番で得た学びの棚卸しやグループで意見交換を行って、犬の飼育管理に関する理解を深めたり、
１年生への飼育当番の引き継ぎや飼育当番をより良くするためにはどうするべきかについて考えたり等を行います。
※実務経験：教育大学の大学院にてキャリア教育に関する研究を行う。修了後は主に高等学校でのキャリア教育の
　 　　　　　　　カリキュラム構想やその効果を分析する仕事に従事した後、現職に至る。修士号（教育学）所持
【到達目標】
・飼育当番内での共同作業と飼育演習の授業を通して、チームで取り組むことの意義を実感し、
  皆で協力して飼育管理を行うことができる
・観察力、洞察力を養い、意図を汲み取ることができる
・これまでの飼育当番を通しての学びを振り返り、犬の飼育管理に関する理解を深め、
　自ら実践したり、他者に知識を説明したりすることができる

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

スケジュール帳、メモ帳、筆記用具

動物飼育演習 授業
形態

演習 前期
エコ・コミュニケーション科

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 飼育概論Ⅱ
必修
選択

必修 年次 2 担当教員 西井　礼奈

　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

飼育管理について意見交換を行い、実践することができる

飼育管理について意見交換を行い、実践することができる

飼育管理について意見交換を行い、実践することができる

飼育管理について意見交換を行い、実践することができる

授業計画・内容

飼育管理及び本授業の振り返り

準備学習
時間外学習

授業内のグループワークで率先して議題提供ができるようにするために、
飼育当番の中で問題意識を持って取り組むことと、
小さなことから学びを得られるように様々なことに目を向けるよう心掛けて下さい。

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．実地試験（％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（0％）
２．小テスト（0％）
３．レポート（0％）
４．課題成果(0％)
５．授業態度と参加度(100％)   以上の割合で後期評価とします。

受講生への
メッセージ

この授業で学んだことを飼育当番や自宅での犬の飼育だけでなく、
将来お客様とのコミュニケーションツールとしても知識を活かせるように、しっかり学んでください。
授業内でグループワークを行う場面もありますが、小さな気づきでも構いませんので、
積極的に発言をするように意識してみてくださいね！

飼育管理の引き継ぎ準備②　（1年生に引き継ぎをするために、協力して準備をすることができる）

飼育管理について意見交換を行い、実践することができる

飼育管理の引き継ぎ準備③　（1年生に引き継ぎをするために、協力して準備をすることができる）

飼育管理の引き継ぎ①　（1年生に向けて、飼育管理の説明をすることができる）

飼育管理の引き継ぎ②　（1年生に向けて、飼育管理の説明をすることができる）

飼育管理について意見交換を行い、実践することができる

飼育管理について意見交換を行い、実践することができる

授業内容と目標等の説明 ・ 飼育当番での学びの棚卸し　（飼育管理で得た学びを言語化できる）

飼育管理の引き継ぎ準備①　（1年生に引き継ぎをするために、協力して準備をすることができる）

飼育管理について意見交換を行い、実践することができる



開講科目 総時間 1

学科 (単位) (2単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 飼育飼養管理
必修
選択

必修 年次 2 担当教員 近藤　千津子

骨折・脱臼について理解し、説明することができる

疾病と予防 授業
形態

演習 開講区分 後期
エコ・コミュニケーション科

犬のケガ・皮膚病・病気の予防について知識を身につけ、飼い主様に説明することができる。

授業計画・内容

深爪、ケガについて理解し、説明することができる

犬のケガ・皮膚病・狂犬病やフィラリア症等の病気について授業で取り上げ、どのように対処や予防をしたらよいかに
ついて学習をしていきます。トリマーとして知っていると飼い主様に説明をすることができます。
※実務経験
1994年～現在まで動物病院にて動物看護師として勤務

定期試験の実施 +　混合ワクチンについて理解し、説明することができる

外耳炎について理解し、説明することができる

歯周病について理解し、説明することができる＋小テスト

ノミとその予防について理解し、説明することができる

マダニとその予防について理解し、説明することができる

犬の皮膚　①脂漏症について理解し、説明することができる＋小テスト

犬の皮膚　②膿皮症について理解し、説明することができる

犬の皮膚　③アレルギー性皮膚炎について理解し、説明することができる

犬の皮膚　④アカラス症について理解し、説明することができる＋小テスト

犬の皮膚　⑤薬用シャンプーについて理解し、説明することができる

狂犬病　①狂犬病とそれに関する法律について理解し、説明することができる

狂犬病　②咬傷事故になった際の対処

受講生への
メッセージ

動物看護師の目線から、犬のケガ・皮膚病・病気に関する知識をお伝えします。
皆さんがトリマーになった際に飼い主様に説明ができるように、授業理解を深めてください。

「イラストで見る　動物の体のしくみ」　滋慶教育科学研究所
「ビジュアルで理解する　グルーミングテキスト」　滋慶教育科学研究所

フィラリア症とフィラリア予防について理解し、説明することができる

準備学習
時間外学習

犬体名称や骨格名称について復習をしておいてください。

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度（％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（30％）
３．レポート（0％）
４．課題成果(0％)
５．授業態度と参加度(20％)   以上の割合で後期評価とします。



開講科目 総時間 60

学科 (単位) (4単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目 毛質にあったブロー力を強化してシザーリングカット、クリッピングカット仕上げの実習を行う

2回目

3回目 ペットで飼育されているトリミング犬種の伝統的な仕法を軸にアレンジカットを応用実践ができる

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目 お客様の要望を熟知して其々の犬の合わせたカット仕上げを時間内で終えるよう実習を行う

11回目

12回目

13回目

14回目 後期テスト 犬体の各部の長所・短所をカバーしてイメージしたトリミング技術・時間内に仕上げる実践

15回目 二年間で修得した基礎を再確認して犬の美容技術を全体調整し実習を行う

【使用教科書・教材・参考書】

受講生への
メッセージ

トリマーとして必要な知識と技術を二年間で修得していきます。それと同時に人としてどう動物に接して愛
護していくかも大切な課題です。プロへの道を志す中で身近な伴侶家族の一員でもある犬猫のコミニケー
ターでもあることを感じ、信頼される人財になれるよう健康管理をしっかりして欠席しないように通学してく
ださい。

美容道具一式、美容機材一式、筆記用具、美容カルテ、カラーリング剤・泥パック　エステ用品、他美品全般

カット技量が自然体にみえるような細部の仕上がり感を客観的にみた実習を行う

準備学習
時間外学習

多くの犬体に触れ多くの犬を観察して犬質を見極める力と犬の持つ可愛らしさをイメージトレーニングしな
がら復習する。犬の絵を描いたり骨格を知りどんな状況の犬にでも愛情をもって接しれるように犬への理
解を高めていく

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度(％)

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（30％）
３．レポート（0％）
４．課題成果(0％)
５．授業態度と参加度(20％)   以上の割合で前期評価とします。

ルーティンワークでブラッシュアップをしながら個々のメソッドをみつけるよう実習を行う

基礎技術をベースに時間配分を自ら行い、犬体其々の個性に合わせたカット力を高めることが出来る。またトリミング
コンテストに向けての技術を強化ができるようになる
※ワールドグルーマースクールで主任講師を２８年を務める。ジャパンケネルクラブ公認　トリマー講師・
単犬種審査資格・愛犬飼育飼養管理士取得。名古屋セントラルケネルクラブ代表

二年間で修得した技術力を生かしトリミングコンテストに向けて技術力を高める。タイムワークをしっかり決めて犬体
の仕上がりをイメージしてカットをしていく犬との美容を楽しみながらコミニュケーション作りと愛情のある扱い方ができ
るようになる

授業計画・内容

仕上がりのイメージトレーニングを行いながらトリミングが実践できる

シザーリング技法・チッピングの実習を行う

指定の時間内の仕上げが出来るよう実習を行う

学校内トリミングコンテストに向けてプードルベアーカットの実践ができる＋ 実技小テストの実施

苦手なポイントを各自が理解して重点的に繰り返し実習を行う

イメージ力、創作力を高めながら時間配分をしっかり意識した実習を行う

トリミングコンテスト全国大会に向けて犬への観察力を強化した実習を行う

クリェイテブなデザインクリップのカットの実習を行う +  実技小テストの実施

グルーミング演習Ⅱ-G 授業
形態

演習 開講区分 後期
エコ・コミュニケーション科

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 公衆衛生・関連法規
必修
選択

必修 年次 2 担当教員 酒井　喜志子



開講科目 総時間 30

学科 (単位) (2単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　202４年度　シラバス

授業科目 ビジネスマナー
必修
選択

必修 年次 2 担当教員 酒井　喜志子

グループコーチング②案件を具体化して図解・説明・販売への結果をまとめる

グルーミング理論Ⅱ 授業
形態

講義 開講区分 後期
エコ・コミュニケーション科

長毛種を学び、歩様学、ショールール、ハンドリングとショートレーニング、接客、経営、グループコーチング傾聴体
験、プレゼンテーションを行う。トリマーの心得と会話力、しぐさ、クレームへの姿勢と対応ができるようになる
※ワールドグルーマースクールで主任講師を35年を務める。ジャパンケネルクラブ公認　トリマー教士
単犬種審査資格・愛犬飼育飼養管理士取得。名古屋セントラルケネルクラブ代表

ペットドッグ、ショードッグと犬業界の各分野に精通できるように知識を身に付ける。将来に向けて人と犬との豊かな暮
らしを提案して専門知識を生かして愛犬家の方々に感動を与えることが出来る、社会貢献と動物愛護精神を持つこと
ができるようになる

授業計画・内容

グループコーチング➀シュミレーションサロンでグループテーマで・ＰＯＰ・ディスプレーを提案する

筆記テスト

グループコーチング③結果を発表・個々が作成したＤMを現実化して伝える力・聞き取る力を説明する

犬のアナトミーと犬の雑学・犬を見る目を養う力を説明できる

犬種学：ポメラニアンのスタンダードを学び歴史の説明ができる

ポメラニアンのグルーミングを学びペットカットの図解で説明できる

犬種学：シーズーのスタンダードを学び歴史の説明できる

シーズーのグルーミングとペットカットの図解で説明できる

犬種学；マルチーズスタンダードを学び歴史の説明ができる

マルチーズのグルーミング技法とペットカットのアレンジを図解で説明できる

犬種学：ヨークシャテリアスタンダードを学び歴史の説明ができる

ヨークシャテリアのグルーミング技法とペットカットのアレンジを図解で説明できる

ドックショーのルールとハンドリング歩様学

受講生への
メッセージ

犬業界へ入るスタート前、最後の座学になります。お客様から信頼されるプロトリマーは答えを出す事が
重要です。犬が好きで自分の仕事が楽しいと思うにはモチベーションも大切です。諦めずにやり遂げるこ
とで自信に繋がり、頼られる人財になれる有能なスタッフでリーダーになるようセルフプロデュース行って
ください。

JKCスタンダードブック・トリマー教本・欧米専門書・ＰPT資料・コーチングプログラム・接遇と会話力専門書・筆記用具

接遇マナーと会話コミニュケーション能力・自分を知る職業能力開発を学び説明ができる

準備学習
時間外学習

実技演習中での体験での質疑を座学の授業で確認したり、絵を描くことでカットシルエットを捉え自分の
センスを養いながらイメージを膨らませる、傾聴体験でサロンワークのシュミレーションを行います。各自
斬新なアイディアを共有したりするので自主的に予習を行ってください。

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度(％)

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（20％）
３．レポート（0％）
４．課題成果(10％)
５．授業態度と参加度(20％)   以上の割合で後期評価とします。



開講科目 総時間 60

学科 (単位) (4単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目 毛質にあったブロー力を強化してシザーリングカット、クリッピングカット仕上げの実習を行う

2回目

3回目 ペットで飼育されているトリミング犬種の伝統的な仕法を軸にアレンジカットを応用実践ができる

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目 お客様の要望を熟知して其々の犬の合わせたカット仕上げを時間内で終えるよう実習を行う

11回目

12回目

13回目

14回目 後期テスト 犬体の各部の長所・短所をカバーしてイメージしたトリミング技術・時間内に仕上げる実践

15回目 二年間で修得した基礎を再確認して犬の美容技術を全体調整し実習を行う

【使用教科書・教材・参考書】

受講生への
メッセージ

トリマーとして必要な知識と技術を二年間で修得していきます。それと同時に人としてどう動物に接して愛
護していくかも大切な課題です。プロへの道を志す中で身近な伴侶家族の一員でもある犬猫のコミニケー
ターでもあることを感じ、信頼される人財になれるよう健康管理をしっかりして欠席しないように通学してく
ださい。

美容道具一式、美容機材一式、筆記用具、美容カルテ、カラーリング剤・泥パック　エステ用品、他美品全般

カット技量が自然体にみえるような細部の仕上がり感を客観的にみた実習を行う

準備学習
時間外学習

多くの犬体に触れ多くの犬を観察して犬質を見極める力と犬の持つ可愛らしさをイメージトレーニングしな
がら復習する。犬の絵を描いたり骨格を知りどんな状況の犬にでも愛情をもって接しれるように犬への理
解を高めていく

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度(％)

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（30％）
３．レポート（0％）
４．課題成果(0％)
５．授業態度と参加度(20％)   以上の割合で前期評価とします。

ルーティンワークでブラッシュアップをしながら個々のメソッドをみつけるよう実習を行う

基礎技術をベースに時間配分を自ら行い、犬体其々の個性に合わせたカット力を高めることが出来る。またトリミング
コンテストに向けての技術を強化ができるようになる
※日本動植物専門学校卒業後、ペットショップで勤務。平成６年愛知県にてペットショップ「ペットパートナー」のオー
ナーとなる。平成１９年より岐阜県に移転営業中。

二年間で修得した技術力を生かしトリミングコンテストに向けて技術力を高める。タイムワークをしっかり決めて犬体
の仕上がりをイメージしてカットをしていく犬との美容を楽しみながらコミニュケーション作りと愛情のある扱い方ができ
るようになる

授業計画・内容

仕上がりのイメージトレーニングを行いながらトリミングが実践できる

シザーリング技法・チッピングの実習を行う

指定の時間内の仕上げが出来るよう実習を行う

学校内トリミングコンテストに向けてプードルベアーカットの実践ができる＋ 実技小テストの実施

苦手なポイントを各自が理解して重点的に繰り返し実習を行う

イメージ力、創作力を高めながら時間配分をしっかり意識した実習を行う

トリミングコンテスト全国大会に向けて犬への観察力を強化した実習を行う

クリェイテブなデザインクリップのカットの実習を行う +  実技小テストの実施

グルーミング演習Ⅱ-F 授業
形態

演習 開講区分 後期
エコ・コミュニケーション科

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 動物看護Ⅱ
必修
選択

選択 年次 2 担当教員 森嶋　直人



開講科目 総時間 60

学科 (単位) (4単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目 毛質にあったブロー力を強化してシザーリングカット、クリッピングカット仕上げの実習を行う

2回目

3回目 ペットで飼育されているトリミング犬種の伝統的な仕法を軸にアレンジカットを応用実践ができる

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目 お客様の要望を熟知して其々の犬の合わせたカット仕上げを時間内で終えるよう実習を行う

11回目

12回目

13回目

14回目 後期テスト 犬体の各部の長所・短所をカバーしてイメージしたトリミング技術・時間内に仕上げる実践

15回目 二年間で修得した基礎を再確認して犬の美容技術を全体調整し実習を行う

【使用教科書・教材・参考書】

受講生への
メッセージ

トリマーとして必要な知識と技術を二年間で修得していきます。それと同時に人としてどう動物に接して愛
護していくかも大切な課題です。プロへの道を志す中で身近な伴侶家族の一員でもある犬猫のコミニケー
ターでもあることを感じ、信頼される人財になれるよう健康管理をしっかりして欠席しないように通学してく
ださい。

美容道具一式、美容機材一式、筆記用具、美容カルテ、カラーリング剤・泥パック　エステ用品、他美品全般

カット技量が自然体にみえるような細部の仕上がり感を客観的にみた実習を行う

準備学習
時間外学習

多くの犬体に触れ多くの犬を観察して犬質を見極める力と犬の持つ可愛らしさをイメージトレーニングしな
がら復習する。犬の絵を描いたり骨格を知りどんな状況の犬にでも愛情をもって接しれるように犬への理
解を高めていく

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度(％)

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（30％）
３．レポート（0％）
４．課題成果(0％)
５．授業態度と参加度(20％)   以上の割合で前期評価とします。

学校内トリミングコンテストに向けてプードルベアーカットの実践ができる＋ 実技小テストの実施

苦手なポイントを各自が理解して重点的に繰り返し実習を行う

イメージ力、創作力を高めながら時間配分をしっかり意識した実習を行う

トリミングコンテスト全国大会に向けて犬への観察力を強化した実習を行う

クリェイテブなデザインクリップのカットの実習を行う +  実技小テストの実施

ルーティンワークでブラッシュアップをしながら個々のメソッドをみつけるよう実習を行う

基礎技術をベースに時間配分を自ら行い、犬体其々の個性に合わせたカット力を高めることが出来る。またトリミング
コンテストに向けての技術を強化ができるようになる
※JKC　B級トリマーライセンスを取得、約３０年出張トリミングの傍から数々のペットサロンやペットショップで
　カット依頼を受け活躍中。

二年間で修得した技術力を生かしトリミングコンテストに向けて技術力を高める。タイムワークをしっかり決めて犬体
の仕上がりをイメージしてカットをしていく犬との美容を楽しみながらコミニュケーション作りと愛情のある扱い方ができ
るようになる

授業計画・内容

仕上がりのイメージトレーニングを行いながらトリミングが実践できる

シザーリング技法・チッピングの実習を行う

指定の時間内の仕上げが出来るよう実習を行う

グルーミング演習Ⅱ-H 授業
形態

演習 開講区分 後期
エコ・コミュニケーション科

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 飼育概論Ⅱ
必修
選択

必修 年次 2 担当教員 菅田　一枝



開講科目 総時間 60

学科 (単位) (4単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目 毛質にあったブロー力を強化してシザーリングカット、クリッピングカット仕上げの実習を行う

2回目

3回目 ペットで飼育されているトリミング犬種の伝統的な仕法を軸にアレンジカットを応用実践ができる

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目 お客様の要望を熟知して其々の犬の合わせたカット仕上げを時間内で終えるよう実習を行う

11回目

12回目

13回目

14回目 後期テスト 犬体の各部の長所・短所をカバーしてイメージしたトリミング技術・時間内に仕上げる実践

15回目 二年間で修得した基礎を再確認して犬の美容技術を全体調整し実習を行う

【使用教科書・教材・参考書】

受講生への
メッセージ

トリマーとして必要な知識と技術を二年間で修得していきます。それと同時に人としてどう動物に接して愛
護していくかも大切な課題です。プロへの道を志す中で身近な伴侶家族の一員でもある犬猫のコミニケー
ターでもあることを感じ、信頼される人財になれるよう健康管理をしっかりして欠席しないように通学してく
ださい。

美容道具一式、美容機材一式、筆記用具、美容カルテ、カラーリング剤・泥パック　エステ用品、他美品全般

カット技量が自然体にみえるような細部の仕上がり感を客観的にみた実習を行う

準備学習
時間外学習

多くの犬体に触れ多くの犬を観察して犬質を見極める力と犬の持つ可愛らしさをイメージトレーニングしな
がら復習する。犬の絵を描いたり骨格を知りどんな状況の犬にでも愛情をもって接しれるように犬への理
解を高めていく

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度(％)

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（30％）
３．レポート（0％）
４．課題成果(0％)
５．授業態度と参加度(20％)   以上の割合で前期評価とします。

ルーティンワークでブラッシュアップをしながら個々のメソッドをみつけるよう実習を行う

基礎技術をベースに時間配分を自ら行い、犬体其々の個性に合わせたカット力を高めることが出来る。またトリミング
コンテストに向けての技術を強化ができるようになる
※JKC　B級トリマーライセンスを取得、約３０年出張トリミングの傍から数々のペットサロンやペットショップで
　カット依頼を受け活躍中。

二年間で修得した技術力を生かしトリミングコンテストに向けて技術力を高める。タイムワークをしっかり決めて犬体
の仕上がりをイメージしてカットをしていく犬との美容を楽しみながらコミニュケーション作りと愛情のある扱い方ができ
るようになる

授業計画・内容

仕上がりのイメージトレーニングを行いながらトリミングが実践できる

シザーリング技法・チッピングの実習を行う

指定の時間内の仕上げが出来るよう実習を行う

学校内トリミングコンテストに向けてプードルベアーカットの実践ができる＋ 実技小テストの実施

苦手なポイントを各自が理解して重点的に繰り返し実習を行う

イメージ力、創作力を高めながら時間配分をしっかり意識した実習を行う

トリミングコンテスト全国大会に向けて犬への観察力を強化した実習を行う

クリェイテブなデザインクリップのカットの実習を行う +  実技小テストの実施

グルーミング演習Ⅱ-F 授業
形態

演習 開講区分 後期
エコ・コミュニケーション科

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 動物看護Ⅱ
必修
選択

選択 年次 2 担当教員 菅田　一枝



開講科目 総時間 30

学科 (単位) (2単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 飼育飼養管理
必修
選択

選択 年次 2 担当教員 泉　典子

ブリーディング 授業
形態

講義 開講区分 後期
エコ・コミュニケーション科

安易な繁殖により不幸な動物を作りださないために遺伝疾患を説明出来る　小テスト

動物の生態、繁殖を理解する事により正しいブリーデイングを知り健全な犬の育成が出来るようになる

※日本福祉協会師範として活動。台湾でライセンス審査など幅広く活動。メディカルトリマー・インターナショナルグ
ルーマーライセンス、KCJ師範、日本トリマーズ協会Ａ級ライセンス。わんにゃん美容室いずみのオーナートリマー

ペット業界の現場においてプロとしてある程度のブリーデングに対応出来る
犬種独特の遺伝疾患、病気など説明が出来るようになる

授業計画・内容

ブリーダーの仕事内容、目的、システム、動物愛護法と法律について説明が出来る

犬の解剖学、体の仕組を知りる事により繁殖を理解することが出来る

交配の適時、病気の注意点を説明出来る

準備学習
時間外学習

ブリーデングにおいて健全な犬の作出がいかに重要かを知り、将来プロとして業界でたずさわる場合、ア
ドバイスできるように知識を増やしてほしい。

妊娠からお産までの注意点と妊娠犬のトリミング扱いを実践出来る 

新生児の対応、病気。子犬の発育、成長による社会化。販売までの流れを説明出来る

毛色の遺伝。流行犬種。毛色などによる遺伝の危険性を説明出来る　小テスト

犬種による好発疾患。飼育上の管理、注意点を理解し、説明が出来る

猫の生理学。猫のブリーデングを説明出来る

猫のお産から子育て。猫の遺伝疾患、病気、子猫の成長、社会化について説明出来る　小テスト

子犬，子猫のワクチン接種　予防疾病　時期を知り説明出来る。

ライフスタイルに合わせた正しいペット選びが説明出来る

ブリーデイングのあり方。犬の未来、ペット保護、ボランティア、私達に出来る事を考える。

筆記テスト

ペットとの防災避難、災害時においてペットと安全に避難方法を理解できる

教科書　参考文献　犬のブリーディングテクニック　ペットライフ社　ディーター・ブレイグ著者。

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度(％)

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（５0％）
２．小テスト（３０％）
３．レポート（0％）
４．課題成果(0％)
５．授業態度と参加度(２0％)   以上の割合で前期評価とします。

受講生への
メッセージ

社会に出て知識が豊富な事は自分への自信とプロとしての助けになります。過度の情報社会において、
トリマーだからトリミングだければ出来ればよいでは、とても狭い世界です。ブリーディングなどの知識など
を知りお客様に的確にアドバイス出来るように身につけましょう。



開講科目 総時間 60

学科 (単位) (4単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目 毛質にあったブロー力を強化してシザーリングカット、クリッピングカット仕上げの実習を行う

2回目

3回目 ペットで飼育されているトリミング犬種の伝統的な仕法を軸にアレンジカットを応用実践ができる

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目 お客様の要望を熟知して其々の犬の合わせたカット仕上げを時間内で終えるよう実習を行う

11回目

12回目

13回目

14回目 後期テスト 犬体の各部の長所・短所をカバーしてイメージしたトリミング技術・時間内に仕上げる実践

15回目 二年間で修得した基礎を再確認して犬の美容技術を全体調整し実習を行う

【使用教科書・教材・参考書】

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 飼育概論Ⅱ
必修
選択

必修 年次 2 担当教員 泉　典子

グルーミング演習Ⅱ-H 授業
形態

演習 開講区分 後期
エコ・コミュニケーション科

ルーティンワークでブラッシュアップをしながら個々のメソッドをみつけるよう実習を行う

基礎技術をベースに時間配分を自ら行い、犬体其々の個性に合わせたカット力を高めることが出来る。またトリミング
コンテストに向けての技術を強化ができるようになる
※日本福祉協会師範として活動。、インターナショナルライセンス。台湾でライセンス審査など幅広く活動。メディカル
トリマー・ペット防災指導員ペットセイバー資格、わんにゃん美容室いずみのオーナートリマー

二年間で修得した技術力を生かしトリミングコンテストに向けて技術力を高める。タイムワークをしっかり決めて犬体
の仕上がりをイメージしてカットをしていく犬との美容を楽しみながらコミニュケーション作りと愛情のある扱い方ができ
るようになる

授業計画・内容

仕上がりのイメージトレーニングを行いながらトリミングが実践できる

シザーリング技法・チッピングの実習を行う

指定の時間内の仕上げが出来るよう実習を行う

学校内トリミングコンテストに向けてプードルベアーカットの実践ができる＋ 実技小テストの実施

苦手なポイントを各自が理解して重点的に繰り返し実習を行う

イメージ力、創作力を高めながら時間配分をしっかり意識した実習を行う

トリミングコンテスト全国大会に向けて犬への観察力を強化した実習を行う

クリェイテブなデザインクリップのカットの実習を行う +  実技小テストの実施

受講生への
メッセージ

トリマーとして必要な知識と技術を二年間で修得していきます。それと同時に人としてどう動物に接して愛
護していくかも大切な課題です。プロへの道を志す中で身近な伴侶家族の一員でもある犬猫のコミニケー
ターでもあることを感じ、信頼される人財になれるよう健康管理をしっかりして欠席しないように通学してく
ださい。

美容道具一式、美容機材一式、筆記用具、美容カルテ、カラーリング剤・泥パック　エステ用品、他美品全般

カット技量が自然体にみえるような細部の仕上がり感を客観的にみた実習を行う

準備学習
時間外学習

多くの犬体に触れ多くの犬を観察して犬質を見極める力と犬の持つ可愛らしさをイメージトレーニングしな
がら復習する。犬の絵を描いたり骨格を知りどんな状況の犬にでも愛情をもって接しれるように犬への理
解を高めていく

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度(％)

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（30％）
３．レポート（0％）
４．課題成果(0％)
５．授業態度と参加度(20％)   以上の割合で前期評価とします。



開講科目 総時間 60

学科 (単位) (4単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目 毛質にあったブロー力を強化してシザーリングカット、クリッピングカット仕上げの実習を行う

2回目

3回目 ペットで飼育されているトリミング犬種の伝統的な仕法を軸にアレンジカットを応用実践ができる

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目 お客様の要望を熟知して其々の犬の合わせたカット仕上げを時間内で終えるよう実習を行う

11回目

12回目

13回目

14回目 後期テスト 犬体の各部の長所・短所をカバーしてイメージしたトリミング技術・時間内に仕上げる実践

15回目 二年間で修得した基礎を再確認して犬の美容技術を全体調整し実習を行う

【使用教科書・教材・参考書】

受講生への
メッセージ

トリマーとして必要な知識と技術を二年間で修得していきます。それと同時に人としてどう動物に接して愛
護していくかも大切な課題です。プロへの道を志す中で身近な伴侶家族の一員でもある犬猫のコミニケー
ターでもあることを感じ、信頼される人財になれるよう健康管理をしっかりして欠席しないように通学してく
ださい。

美容道具一式、美容機材一式、筆記用具、美容カルテ、カラーリング剤・泥パック　エステ用品、他美品全般

カット技量が自然体にみえるような細部の仕上がり感を客観的にみた実習を行う

準備学習
時間外学習

多くの犬体に触れ多くの犬を観察して犬質を見極める力と犬の持つ可愛らしさをイメージトレーニングしな
がら復習する。犬の絵を描いたり骨格を知りどんな状況の犬にでも愛情をもって接しれるように犬への理
解を高めていく

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度(％)

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（30％）
３．レポート（0％）
４．課題成果(0％)
５．授業態度と参加度(20％)   以上の割合で前期評価とします。

ルーティンワークでブラッシュアップをしながら個々のメソッドをみつけるよう実習を行う

基礎技術をベースに時間配分を自ら行い、犬体其々の個性に合わせたカット力を高めることが出来る。またトリミング
コンテストに向けての技術を強化ができるようになる
※福岡コミュニケーションアート専門学校卒業後、ペットショップにて勤務後、平成１９年より名古屋市内でペットサロン
「ストロベリーキャンディー」のオーナーとして活躍中。

二年間で修得した技術力を生かしトリミングコンテストに向けて技術力を高める。タイムワークをしっかり決めて犬体
の仕上がりをイメージしてカットをしていく犬との美容を楽しみながらコミニュケーション作りと愛情のある扱い方ができ
るようになる

授業計画・内容

仕上がりのイメージトレーニングを行いながらトリミングが実践できる

シザーリング技法・チッピングの実習を行う

指定の時間内の仕上げが出来るよう実習を行う

学校内トリミングコンテストに向けてプードルベアーカットの実践ができる＋ 実技小テストの実施

苦手なポイントを各自が理解して重点的に繰り返し実習を行う

イメージ力、創作力を高めながら時間配分をしっかり意識した実習を行う

トリミングコンテスト全国大会に向けて犬への観察力を強化した実習を行う

クリェイテブなデザインクリップのカットの実習を行う +  実技小テストの実施

グルーミング演習Ⅱ-E 授業
形態

演習 開講区分 後期
エコ・コミュニケーション科

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 公衆衛生・関連法規
必修
選択

必修 年次 2 担当教員 村田　あゆみ



開講科目 総時間 60

学科 (単位) (4単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目 毛質にあったブロー力を強化してシザーリングカット、クリッピングカット仕上げの実習を行う

2回目

3回目 ペットで飼育されているトリミング犬種の伝統的な仕法を軸にアレンジカットを応用実践ができる

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目 お客様の要望を熟知して其々の犬の合わせたカット仕上げを時間内で終えるよう実習を行う

11回目

12回目

13回目

14回目 後期テスト 犬体の各部の長所・短所をカバーしてイメージしたトリミング技術・時間内に仕上げる実践

15回目 二年間で修得した基礎を再確認して犬の美容技術を全体調整し実習を行う

【使用教科書・教材・参考書】

受講生への
メッセージ

トリマーとして必要な知識と技術を二年間で修得していきます。それと同時に人としてどう動物に接して愛
護していくかも大切な課題です。プロへの道を志す中で身近な伴侶家族の一員でもある犬猫のコミニケー
ターでもあることを感じ、信頼される人財になれるよう健康管理をしっかりして欠席しないように通学してく
ださい。

美容道具一式、美容機材一式、筆記用具、美容カルテ、カラーリング剤・泥パック　エステ用品、他美品全般

カット技量が自然体にみえるような細部の仕上がり感を客観的にみた実習を行う

準備学習
時間外学習

多くの犬体に触れ多くの犬を観察して犬質を見極める力と犬の持つ可愛らしさをイメージトレーニングしな
がら復習する。犬の絵を描いたり骨格を知りどんな状況の犬にでも愛情をもって接しれるように犬への理
解を高めていく

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度(％)

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（30％）
３．レポート（0％）
４．課題成果(0％)
５．授業態度と参加度(20％)   以上の割合で前期評価とします。

ルーティンワークでブラッシュアップをしながら個々のメソッドをみつけるよう実習を行う

基礎技術をベースに時間配分を自ら行い、犬体其々の個性に合わせたカット力を高めることが出来る。またトリミング
コンテストに向けての技術を強化ができるようになる
※リバティートリミングスクールにて勤務。愛玩動物飼養管理士1級・ペット栄養管理士資格取得。名古屋市内のペット
ショップにて勤務中。

二年間で修得した技術力を生かしトリミングコンテストに向けて技術力を高める。タイムワークをしっかり決めて犬体
の仕上がりをイメージしてカットをしていく犬との美容を楽しみながらコミニュケーション作りと愛情のある扱い方ができ
るようになる

授業計画・内容

仕上がりのイメージトレーニングを行いながらトリミングが実践できる

シザーリング技法・チッピングの実習を行う

指定の時間内の仕上げが出来るよう実習を行う

学校内トリミングコンテストに向けてプードルベアーカットの実践ができる＋ 実技小テストの実施

苦手なポイントを各自が理解して重点的に繰り返し実習を行う

イメージ力、創作力を高めながら時間配分をしっかり意識した実習を行う

トリミングコンテスト全国大会に向けて犬への観察力を強化した実習を行う

クリェイテブなデザインクリップのカットの実習を行う +  実技小テストの実施

グルーミング演習Ⅱ-E 授業
形態

演習 開講区分 後期
エコ・コミュニケーション科

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 公衆衛生・関連法規
必修
選択

必修 年次 2 担当教員 大橋　真紀



開講科目 総時間 60

学科 (単位) (4単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目 毛質にあったブロー力を強化してシザーリングカット、クリッピングカット仕上げの実習を行う

2回目

3回目 ペットで飼育されているトリミング犬種の伝統的な仕法を軸にアレンジカットを応用実践ができる

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目 お客様の要望を熟知して其々の犬の合わせたカット仕上げを時間内で終えるよう実習を行う

11回目

12回目

13回目

14回目 後期テスト 犬体の各部の長所・短所をカバーしてイメージしたトリミング技術・時間内に仕上げる実践

15回目 二年間で修得した基礎を再確認して犬の美容技術を全体調整し実習を行う

【使用教科書・教材・参考書】

受講生への
メッセージ

トリマーとして必要な知識と技術を二年間で修得していきます。それと同時に人としてどう動物に接して愛
護していくかも大切な課題です。プロへの道を志す中で身近な伴侶家族の一員でもある犬猫のコミニケー
ターでもあることを感じ、信頼される人財になれるよう健康管理をしっかりして欠席しないように通学してく
ださい。

美容道具一式、美容機材一式、筆記用具、美容カルテ、カラーリング剤・泥パック　エステ用品、他美品全般

カット技量が自然体にみえるような細部の仕上がり感を客観的にみた実習を行う

準備学習
時間外学習

多くの犬体に触れ多くの犬を観察して犬質を見極める力と犬の持つ可愛らしさをイメージトレーニングしな
がら復習する。犬の絵を描いたり骨格を知りどんな状況の犬にでも愛情をもって接しれるように犬への理
解を高めていく

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度(％)

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（30％）
３．レポート（0％）
４．課題成果(0％)
５．授業態度と参加度(20％)   以上の割合で前期評価とします。

ルーティンワークでブラッシュアップをしながら個々のメソッドをみつけるよう実習を行う

基礎技術をベースに時間配分を自ら行い、犬体其々の個性に合わせたカット力を高めることが出来る。またトリミング
コンテストに向けての技術を強化ができるようになる
※名古屋コミュニケーションアート専門学校卒業後、ペットショップでトリマーとして勤務。

二年間で修得した技術力を生かしトリミングコンテストに向けて技術力を高める。タイムワークをしっかり決めて犬体
の仕上がりをイメージしてカットをしていく犬との美容を楽しみながらコミニュケーション作りと愛情のある扱い方ができ
るようになる

授業計画・内容

仕上がりのイメージトレーニングを行いながらトリミングが実践できる

シザーリング技法・チッピングの実習を行う

指定の時間内の仕上げが出来るよう実習を行う

学校内トリミングコンテストに向けてプードルベアーカットの実践ができる＋ 実技小テストの実施

苦手なポイントを各自が理解して重点的に繰り返し実習を行う

イメージ力、創作力を高めながら時間配分をしっかり意識した実習を行う

トリミングコンテスト全国大会に向けて犬への観察力を強化した実習を行う

クリェイテブなデザインクリップのカットの実習を行う +  実技小テストの実施

グルーミング演習Ⅱ-G 授業
形態

演習 開講区分 後期
エコ・コミュニケーション科

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 公衆衛生・関連法規
必修
選択

必修 年次 2 担当教員 藤長　由真



開講科目 総時間 30

学科 (単位) (2単位）

【授業の学習内容】 （※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 動物看護Ⅱ
必修
選択

必修 年次 2 担当教員 稲田　恵

①五大栄養素の体内での働きを説明できる

食餌と栄養 授業
形態

講義 開講区分 後期
エコ・コミュニケーション科

犬の消化器系解剖生理ならびに、五大栄養素の体内における働きが理解できる。ライフステージに合わせたフードや
手作り食の提供ができる。疾患に合わせたペットフードが提供できる。
※愛知県内の動物病院で14年の実務経験あり。認定動物看護師として動物看護業務全般、飼い主指導、受付といっ
た病院業務全般に携わる。2023年　愛玩動物看護師国家資格取得

犬・猫のライフステージに合わせた栄養・食餌管理が理解でき、飼い主指導も行うことができる。また犬の手作りご飯
の調理法を学び、手作り食を希望する飼い主へ作り方のアドバイスを行うことができる。

授業計画・内容

五大栄養素の種類ならびに、体内での働きが説明できる

消化管における栄養素の消化吸収の流れを説明できる　　①～②　小テスト

試験返却、解説をする

②五大栄養素の体内での働きを説明できる

③五大栄養素の体内での働きを説明できる

④五大栄養素の体内での働きを説明できる

⑤五大栄養素の体内での働きを説明できる　　　　　③～⑦　小テスト

①ライフステージに合わせた食事の提供ができ、愛玩動物の健康管理に寄与できる。

②ライフステージに合わせた食事の提供ができ、愛玩動物の健康管理に寄与できる。

③ライフステージに合わせた食事の提供ができ、愛玩動物の健康管理に寄与できる。　⑧～⑩　小テスト

ペットフードラベル表示が解釈でき、適切なフードを選択できる。

様々な疾患の発生要因が理解でき、疾患に合わせたペットフードが選択できる。

犬猫に与えてはいけない食品を使用することなく、手作り食を作ることができる

期末試験を実施する

受講生への
メッセージ

正しい食事をすることで健康な体を維持できます。動物でも食事管理は重要なことです。
しっかりと学習してください。

コンパニオンアニマルの健康管理　浅野妃美、浅野隆司　株式会社インターズー

準備学習
時間外学習

日頃の飼育管理を丁寧に実施してください。
また食事は何をどのように与えているかをよく観察してください。

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度（％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（50％）
２．小テスト（30％）
３．レポート（0％）
４．課題成果（0％）
５．授業態度と参加度（20％）  　　受講態度なども考慮して評価する。



開講科目 総時間 30

学科 (単位) （2単位）

【授業の学習内容】 （※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

スケジュール帳、メモ帳、筆記用具、資料を適宜配布します

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 ビジネスマナー
必修
選択

必修 年次 2 担当教員 西井　礼奈

卒業後に向けて、お客様目線から理想のトリマー像について考えることができる

グルーミング検定に向けて基本を確認することができる

担任とクラスメイトのコミュニケーションを図り、社会人となる心構えを学ぶことができる。

※実務経験：教育大学の大学院にてキャリア教育に関する研究を行う。修了後は主に高等学校でのキャリア教育の
　カリキュラム構想やその効果を分析する仕事に従事した後、現職に至る。修士号（教育学）所持

・社会人としてのマナーやルールを身につける。お客様に喜びと感動を与える事ができるサービスマインドを持つ。
・学校行事を通して、チームで取り組むことの意義を実感し、
　クラスメイトと協力し合いながら、主体的に取り組むことができる。

グルーミング検定の実施　（知識の習得状況と到達目標の確認をすることができる）

キャリアデザイン③（理解した概念をもとに、ライフプランニングを立てることができる）

We areの制作に取り組むことができる（パワーポイントの作成等）

We areの制作に取り組むことができる（発表原稿の作成等）

We areの進捗状況をクラスで確認して修正、ブラッシュアップする

授業計画・内容

前期の振り返りをし、後期の目標を立てる　

We areの制作に取り組むことができる（パワーポイントの作成等）

We areに向けて、発表の役割分担をし練習をする（時間計画ができる）

Ｗe areに向けて、最終確認をし発表練習をする（発表時の表現力など理解できる）

卒業後に向けて、社会人としての気構え・心構えについて理解することができる

受講生への
メッセージ

自分の意見をしっかり持ち、相手の意見にも思いやりを持ってコミュニケーションを取ってみてください。
授業内で話し合い・グループワークを行う場面もありますが、小さな気づきでも構いませんので、
積極的に発言をするように意識してみてくださいね！

準備学習
時間外学習

クラスメイト同士で話し合いやグループワークを行うこともありますが、事前に自分の意見をまとめてみて
ください。また、学校行事に向けて、事前に自分なりの目標を設定して臨んでください。

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度（％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（0％）
２．小テスト（0％）
３．レポート（0％）
４．課題成果（0％）
５．授業態度と参加度（100％）   以上の割合で後期評価とします。

２年間の振り返りをし、社会人としての目標を再確認する

キャリアデザイン①（人の発達段階・キャリアの概念について理解できる）

キャリアデザイン②（人生の転機とライフキャリアレジリエンスについて理解できる）

エコ教養Ⅱ 授業
形態

講義 開講区分 後期
エコ・コミュニケーション科



開講科目 総時間 30

学科 (単位) （2単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

適宜資料を配布します

受講生への
メッセージ

動物・自分の為に、より良い環境づくりを追求してください

準備学習
時間外学習

多くの仲間と飼育管理する為、協調・共有を意識して臨みましょう

評価方法

１．定期試験（％）
２．小テスト（％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度（％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験（0％）
２．小テスト（0％）
３．レポート（0％）
４．課題成果（0％）
５．授業態度と参加度（100％）   以上の割合で後期評価とします。

飼育管理に必要な知識を理解し、説明が出来る

飼育動物を管理を学び実践できる

飼育室の管理について学び良い環境で飼育できるよう提案できる

飼育動物を管理を学び実践できる

飼育室の管理について学び良い環境で飼育できるよう提案できる

飼育動物を管理を学び実践できる

飼育室の管理について学び飼育犬がより良い環境で飼育できるよう提案できる

飼育動物を管理を学び実践できる

飼育室の管理について学び飼育犬がより良い環境で飼育できるよう提案できる

飼育動物を管理を学び実践できる

飼育室の管理について学び飼育犬がより良い環境で飼育できるよう提案できる

飼育動物を管理を学び実践できる

飼育室の管理について学び良い環境で飼育できるよう提案できる

動物飼育演習 授業
形態

演習 開講区分 後期
エコ・コミュニケーション科

生体の飼育管理を実践的に学ぶ

※実務経験：教育大学の大学院にてキャリア教育に関する研究を行う。修了後は主に高等学校でのキャリア教育の
　カリキュラム構想やその効果を分析する仕事に従事した後、現職に至る。修士号（教育学）所持

飼育管理の基礎を身につけ、より良い飼育環境を提供できる
生体の行動を目で見て理解し、変化に気づける高い観察力を身につける

授業計画・内容

飼育管理に必要な知識を理解し、実践が出来る

飼育動物を管理を学び実践できる

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 飼育概論Ⅱ
必修
選択

必修 年次 2 担当教員 西井　礼奈



開講科目 総時間 30

学科 (単位) （2単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

生物学・分類学の基礎を理解し、講義で取り上げる種それぞれの特徴を捉えられるようになる。種ごとの魅力を自らの
言葉で人に伝えることができるようになる。各種に適した飼育管理の方法を自ら考えられるようになり、提案もできる。

※実務経験：本校卒業後、動物園に飼育員として14年2カ月勤務。

プリント資料配布
社団法人日本動物園水族館協会　発行　新飼育ハンドブック動物園編（適宜）

エキゾチックアニマルとは：エキゾチックアニマルを取り巻く現状と課題を知り、向き合い方を考えることができる

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 飼育飼養管理
必修
選択

選択 年次 2 担当教員 土屋　美穂

エキゾチックアニマル 授業
形態

講義
エコ・コミュニケーション科

授業計画・内容

開講区分

爬虫類編：ヘビ・トカゲの分類、種類、体の特徴、飼育、主な疾病について学び、適切に管理できる

哺乳類編(1)全般：哺乳類の分類と種類、体の特徴を知り、比較から応用する考え方が身に付く

哺乳類編(2）兎形目の種類、体の特徴、飼育、主な疾病について学び、適切に管理できる

哺乳類編(3)テンジクネズミ科の体の特徴、飼育、主な疾病について学び、適切に管理できる

哺乳類編(4)ハムスターの種類、体の特徴、飼育、主な疾病について学び、適切に管理できる

哺乳類編(5)リス科の体の特徴、飼育、主な疾病について学び、フクロモモンガとの相違点を理解できる

哺乳類編(5)スナネズミ、デグー、チンチラの体の特徴、飼育、主な疾病について学び、適切に管理できる

哺乳類編(5)ミニブタの体の特徴、飼育、主な疾病について学び、適切に管理できる

哺乳類編(7)フェレット、ミーアキャット、リスザルの体の特徴、飼育、主な疾病について学び、適切に管理できる

哺乳類編(7)ハリネズミ、テンレックの比較を行い、共通項と相違点を理解できる

鳥類編：鳥類の分類、種類、体の特徴、飼育、主な疾病について学び、適切に管理できる

爬虫類編：カメの分類、種類、体の特徴、飼育、主な疾病について学び、適切に管理できる

エキゾチックアニマルへの正しい向き合い方が身につき、種ごとのより良い飼育管理の方法を自ら考え、工夫すること
ができる。

後期

期末試験にて、本科目で学んだ内容を確認、日頃の飼育管理に活かせているか否かを確かめることができる

解答用紙の返却、問題のねらいと模範解答及び解説、科目の総括を行い、課題を見出せる

準備学習
時間外学習

日頃から動物に関する本やニュースに興味関心を持ち、目を通す習慣を身につける。
飼育管理にて学んだことを主体的に実践する。

評価方法

受講生への
メッセージ

動物飼育にマニュアルはなくても、基本はあります。
種が違っても共通すること、応用できることがたくさんあります。
動物病院ではトリマーも補助に当たることが稀にありますので、対応できるようにしましょう。

１．定期試験（５０％）
２．小テスト（３０％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度
（20％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験　３．レポート　４．課題成果　　いずれか、または合計で50％
２．小テスト（筆記・レポート・実技試験 など）　　30％
５．授業態度と参加度　　20％

※ 上記内容にて合計100％とします
※ 小テストは「10点満点×3回実施」を基本とします



開講科目 総時間 30

学科 (単位) （2単位）

【授業の学習内容】 　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【到達目標】

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

【使用教科書・教材・参考書】

生物学・分類学の基礎を理解し、講義で取り上げる種それぞれの特徴を捉えられるようになる。種ごとの魅力を自らの
言葉で人に伝えることができるようになる。各種に適した飼育管理の方法を自ら考えられるようになり、提案もできる。

※実務経験：本校卒業後、動物園に飼育員として14年2カ月勤務。

プリント資料配布
社団法人日本動物園水族館協会　発行　新飼育ハンドブック動物園編（適宜）

エキゾチックアニマルとは：エキゾチックアニマルを取り巻く現状と課題を知り、向き合い方を考えることができる

名古屋ＥＣＯ動物海洋専門学校　　2024年度　シラバス

授業科目 飼育飼養管理
必修
選択

選択 年次 2 担当教員 土屋　美穂

エキゾチックアニマル 授業
形態

講義
エコ・コミュニケーション科

授業計画・内容

開講区分

爬虫類編：ヘビ・トカゲの分類、種類、体の特徴、飼育、主な疾病について学び、適切に管理できる

哺乳類編(1)全般：哺乳類の分類と種類、体の特徴を知り、比較から応用する考え方が身に付く

哺乳類編(2）兎形目の種類、体の特徴、飼育、主な疾病について学び、適切に管理できる

哺乳類編(3)テンジクネズミ科の体の特徴、飼育、主な疾病について学び、適切に管理できる

哺乳類編(4)ハムスターの種類、体の特徴、飼育、主な疾病について学び、適切に管理できる

哺乳類編(5)リス科の体の特徴、飼育、主な疾病について学び、フクロモモンガとの相違点を理解できる

哺乳類編(5)スナネズミ、デグー、チンチラの体の特徴、飼育、主な疾病について学び、適切に管理できる

哺乳類編(5)ミニブタの体の特徴、飼育、主な疾病について学び、適切に管理できる

哺乳類編(7)フェレット、ミーアキャット、リスザルの体の特徴、飼育、主な疾病について学び、適切に管理できる

哺乳類編(7)ハリネズミ、テンレックの比較を行い、共通項と相違点を理解できる

鳥類編：鳥類の分類、種類、体の特徴、飼育、主な疾病について学び、適切に管理できる

爬虫類編：カメの分類、種類、体の特徴、飼育、主な疾病について学び、適切に管理できる

エキゾチックアニマルへの正しい向き合い方が身につき、種ごとのより良い飼育管理の方法を自ら考え、工夫すること
ができる。

後期

期末試験にて、本科目で学んだ内容を確認、日頃の飼育管理に活かせているか否かを確かめることができる

解答用紙の返却、問題のねらいと模範解答及び解説、科目の総括を行い、課題を見出せる

準備学習
時間外学習

日頃から動物に関する本やニュースに興味関心を持ち、目を通す習慣を身につける。
飼育管理にて学んだことを主体的に実践する。

評価方法

受講生への
メッセージ

動物飼育にマニュアルはなくても、基本はあります。
種が違っても共通すること、応用できることがたくさんあります。
動物病院ではトリマーも補助に当たることが稀にありますので、対応できるようにしましょう。

１．定期試験（５０％）
２．小テスト（３０％）
３．レポート（％）
４．課題成果（％）
５．授業態度と参加度
（20％）

評価方法はＧＰＡ制度となります
１００～９０点　Ｓ
８９～８０点　　Ａ
７９～７０点　　Ｂ
６９～６０点　　Ｃ
５９点以下　　 Ｆ不合格

１．定期試験　３．レポート　４．課題成果　　いずれか、または合計で50％
２．小テスト（筆記・レポート・実技試験 など）　　30％
５．授業態度と参加度　　20％

※ 上記内容にて合計100％とします
※ 小テストは「10点満点×3回実施」を基本とします


